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　　　この事業には共同募金が使われています。
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「地域ふれあい福祉サロン」って？
１．「地域ふれあい福祉サロン」ってどんなところ？（サロンの特徴）　　　　
1） 歩いて行ける地域の居場所
地域ふれあい福祉サロン（以下「サロン」）は、地域に住む人たちの交流の場、仲間作りの場です。ですから、気軽に歩いていける範囲で行うのが基本です。
2） 住民が主役！お客様はいません
住民同士が交流する場であるサロンは、住民が主役です。サロンの内容や企画をするのも自分たち。それぞれの思いや個性をお互いに認め合いながら、居心地のよいみんなが主役のサロン作りを心がけましょう。それが、長続きするサロン作りの秘訣です。　
3） 出入り自由、いつでも気軽に
サロンの良い点は“出入り自由”です。いつ来てもいつ帰ってもいいのです。参加者が楽しめるよう様々なプログラムが組まれていることもありますが、“全員参加”ではありません。気軽さこそがサロンの身上です。
　
4） アイデア勝負！やりたいことをやりましょう
住民が主役ですから、自分たちがしたいことをしましょう。参加者から、やりたいことが出てきたら、グループで、あるいはサロン全体で具体化してみるとよいでしょう。茶話会、レクリエーション、食事会等を実施されているところもありますし、もちろん“何もしない”もOKです。
５）　誰もが参加しやすいサロンになるよう工夫しましょう
地域での仲間作りや、交流の機会が少ないひとり暮らし高齢者や虚弱高齢者、障がいのある方も参加できるよう工夫しましょう。それぞれのサロンで、参加者の状況や希望によって、バラエティに富んだ活動が展開されています。
６）　つくり方もさまざま
サロンのつくり方もさまざまです。自然発生的にできていくやり方もあれば、誰か気になる人や中心となる人を核に意図的に作っていくやり方もあります。すでに実践している所の情報を得たり、見学に行くのも一つの方法です。何より、作りたいと思い立ったら、伊丹市社会福祉協議会のコミュニティワーカーに相談しましょう。
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２．　地域ふれあい福祉サロンにはこんな効果が・・・　　　　　　　　　　
1） ご近所さんと顔の見える関係を
サロンはご近所さんと知り合える格好の機会です。ぜひサロンを活用して、顔の見えるご近所さんを増やしましょう。日常からの顔のつながる関係作りが、安心した地域づくり、いざという時の助け合いの体制づくりにつながります。
2） 心の健康維持と社会とのつながりを
地域生活における孤立は、心の健康を蝕みます。多くの人と関わりをもつことで、誰かに相談したり情報交換したりすることができます。
　また、地域のなかに自分の居場所、自分の役割があれば、心に張りが出ます。生涯現役、最後まで住民として社会の中に居場所を見つけられるといいですね。
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　サロンは、社会につながる小さな窓です。社会との風通しを良くするために、窓をいつも開けておきましょう。
3） みんなで一緒に、体の健康維持
現代人の運動不足が問題になっています。しかし、運動のための運動というのは、なかなか長続きしません。楽しみや喜びが一番です。
　その一つが、“みんなで一緒に”ということです。サロンに出かけ定期的に体を動かすことが日常のリズムになれば、健康維持につながります。また、多くのサロンで健康チェックや保健指導なども行われていますが、そうした健康についての自己管理の意識づけがなされることで、相乗効果が期待できます。
4） 情報共有をしましょう
現代は情報社会です。情報の海でおぼれそうになっている人もいれば、生活に役立つ、または必要な情報が全く得られていない人もいます。情報を得るという点でも、個人格差が広がり、それは生活の質に大きな影響を及ぼします。
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　しかも情報の多くはその人の状況に合った加工が必要になります。また、高齢者等においては、情報そのものがわからない場合もあります。そうした場合に、サロンという場は非常に有効です。専門家も含めていろいろな人がいますから、情報を持ってきてくれたり、解説したり加工してくれます。本人も気づかないような隠れた情報ニーズを見つけてくれることもあるのです。サロンを活用して、情報化の荒波を乗り越えましょう。



３．サロンができるまで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1． どんな地域か知りましょう
・地域の中に、孤立している人はいませんか？
 ・どのような集いの場が求められているのでしょうか？


2． メンバーを募集しましょう
・担い手の中心となるメンバーを集めましょう。
　・協力や支援をしてくれる人・組織を見つけましょう。


3． 基本的方針やイメージを共有しましょう
・活動の基本的な考え方を決めましょう。
（参加者の範囲・開催日・人数・活動内容・開催費用・場所・役割分担　など）


4． 参加を呼びかけましょう
・回覧やチラシ、ポスター等、より多くの人に情報が届く方法を
考えましょう。


5． サロン開催！
・会場準備も片付けもみんなで！
・みんなで楽しみましょう。


6． みんなで運営のルールを作りましょう
・参加者と担い手が一緒になって、自分たちの望むサロンを運営して
いくための、基本的なルールを決めましょう。
（事前に考えておいた基本方針・サロンの名前・役割分担・リスクマネジメント・
プライバシーの保護　など）

社会福祉法人　伊丹市社会福祉協議会（地域福祉推進担当）　


〒664-0014　伊丹市広畑３－１いたみいきいきプラザ２階


【TEL】　　072-785-0860　　　　【FAX】　　072-777-0722











